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生徒や保護者、地域社会との
信頼関係を築き上げるために

正月の２、３日に、第９０回「東京箱
根間大学駅伝」が開催されました。
この箱根駅伝を題材にした小説に、

直木賞作家「三浦しをん」さんの『風が強く吹いている（新潮社）』があります。
その本の中に、こんな場面があります。
寛政大学の４年生「ハイジ」が陸上界期待の逸材だった１年生「カケル」を古ア

パート「あおたけ」荘に住ませ、その仲間たちと一緒に箱根駅伝大会出場を目指
します。あまり走った経験も無い学生ばかりで、箱根駅伝に出場することなんか、
できっこないだろうと、心が折れかけていた「カケル」に対して、キャプテンの「ハ
イジ」が質問をします。「長距離選手にとって、一番のほめ言葉は何だと思う？」

それは強いだと。その問いかけに、うまく応えられず、困惑している「カケル」に向かって、キャプテンの「ハイジ」が「
」と答えます。そして、「ハイジ」が言った「 」の意味を知るために、「カケル」は箱根駅伝出場を目指し、初めて、よ 強い
大学の長距離走記録会に挑みます。

この「 」走りにふさわしい人物を、今年、私は、「箱根駅伝」の復路のアンカー区間で見ること強い
ができました。その人物とは、大東文化大学「駅伝部」主将「大西亮（おおにし・りょう）」選手です。
大東文化大学は、復路の第９区まで激しいシード権争いを演じていました。繰り上げチームを含
め、一時は１４位まで後退し、誰もが、今年もシード権は無理だと諦めかけていましたが、大西主将
だけは違っていました。第９区の中継所を１１位で襷を受け取った大西主将
は、２０ｋｍ先の見えないゴールをしっかりと見据え、「何が起こるかわからな
いんだ」と自分に言い聞かせ、仲間を信じ、相手との差を確実に縮め、力強
い激走で法政大学を抜き去り、５大会ぶりのシード権を獲得しました。集団
やチームは、個人の勝ち負けだけが勝負ではありません。駅伝の走りを、与
えられた区間、環境の中でつらぬく。それが「 」走りであると思います。強い
皆さんは、２ヶ月後には、１年生は２年生へ、２年生は３年生へ、そして、３

年生は自分の進路先へと、それぞれ進
級・進学し、汗のしみ込んだ、それぞれ
の「襷（たすき）」を今の自分に渡すこと
となります。速くなくてもいいのです。自
分なりの「 」走りができればいいの強い
です。ぜひ、皆さんには、「 」走りを強い
３年生には卒業する最後まで、「強い」期待します。特に、

お願いします。走りを

本校の学校評価では、大勢の方々に御協力をいただきました。次年度への改
善策として活用させていただきます。特に、顕著なものをお知らせします。

質問①：あなたのお子さんは、深中の生徒としての誇りを持って行動していますか？【保護者】
８７.１％→ ４段階評価で「よくあてはまる」と「ややあてはまる」と合わせると

質問②：先生は、いじめや悪い行いをした時、きちんと指導をしてくれますか？【生 徒】
→ ４段階評価で「よくあてはまる」が 前年度よりも３％以上アップ６６.４％
質問③：あなたは、学校行事や部活動に進んで取り組んでいますか？
→ ４段階評価で「よくあてはまる」が 前年度よりも３％以上アップ７３.１％

◎ ある地区の自治会長様が、わざわざファックスを使って教えてくださいました。
先日、団地入り口の雪かきをしていた所、二人の深中生が通りかかり、「おばさん、手伝うよ」

と言って手伝ってくれました。おかげ様で、あっという間に雪かきが終了、通る人が安心して出入
りが出来るようになりました。本当にありがとうございました。先生方の生徒に対する御指導が素晴らしい事と際しまし

～ 早速のお知らせに感謝申し上げます ～た。くれぐれも２人によろしくお伝え下さい。

全校朝会（2/4：校長講話）

新年の抱負・進級・進学への決意
いよいよ、平成２５年度の「深中だより」が最終号となり、

三年生の中学校生活も残り２週間を切りました。
三年生全員が、それぞれの進路先を獲得し、横顔美人と

なって、感謝と自信、そして誇りをもち、伝統ある深谷中学
校を卒業していくことを心から願っています。

３月３日は公立高校試験日です。本
校では、３年生の８１％にあたる１４８名
の生徒が受検に臨みます。果報は寝て
待てではなく、練って待てです。これまで
に身に付けた知識や理解を十分に頭の

。中で練って、判断をし、解答して下さい

平成25年度「学校評価」
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強い「走り」を！強い「走り」を！

①②③ともに
過去最高値！



○ ある男子生徒の感想から 「 」一番がんばれたことは？
板をつけて初めて滑った時は、とても怖かったけど、友達の支えやインス

トラクターさんの指導のお陰でしっかりと滑れるようになりました。転んでも何度も立ち上がり、スキー実習で学んだコツ
を掴むことで、転ばずに滑れるようになりました。２日目には、もう初級・中級コースは難なく普通に滑れるようになりま
した。スキー教室で、転んでも諦めずに立ち上がり、うまくなるために懸命に努力したことが一番の頑張りです。

○ 校長がお願いした行動目標（Ａ・Ｂ・Ｃ）

Ａ：９８％① 根気よく「スキー実習」をしましたか。
Ａ：９６％② 元気に「あいさつ」をしましたか。
Ａ：９７％③ 本気で「何事にも」取り組みましたか

←映像を交えてのプレゼン発表

平成２６年２月１４日（金）の午前１０時から「埼玉県理科
教育研究発表会」が本庄早稲田国際リサーチパークで開
催されました。雪の降る寒い一日でしたが、２年１組「岡田
萌」さんが、「 」と題して、力強い発カタツムリの研究 Part２
表を行い、優良賞に輝きました。おめでとうございます。
簡単な作りに見えるカタツムリですが、カタツムリの殻には雨に濡れると汚れ

を落とす性質があり、この表面構造は、トイレの表面や住宅の外壁（無垢デザイ
ン）などにも活用され、商品化されているそうです。私たちの生活を快適にする
ヒントは、ごく身近にあるようです。皆さんも探してみましょう。

－地域の方や教職員のパワーに感謝－【豪雪に伴う対応】
２月８日と２月１４日の２週間に渡る大雪のために、

学校敷地内も豪雪地帯となり、生徒や先生方、給食関
係者等が入る動線が確保できませんでした。地域の力
添えをいただくとともに、本校の教職員によるパワーで
乗り越え、２日間の臨時休業のみで、１９日からは平常
通りとなりました。ありがとうございました。

２日間の臨時休校がありまし《連絡》
たが、本校は計画的・組織的に授
業時間数の確保に努めていますの
で御安心ください。

授業日数：１０日（３年） １７日（１・２年）【３月の行事予定】
日 曜 主 な 学 校 行 事

公立高校学力検査 実技面接等（４日）３ 月
水 表彰朝会 ３年球技大会（６日）５

３年生を送る会７ 金
入学許可候補者発表10 月
３年修了式13 木
第35回卒業証書授与式 卒業を祝う会14 金

木 安全点検日20
金 春分の日21
水 １・２年修了式26

学年末休業日（～３１日）27 木

１年「スキー教室」 ２／１３･１４

埼玉県理科教育
研究発表会

全校生徒が徒歩で登校全校生徒が徒歩で登校

今こそ見せろ、深中生の心意気今こそ見せろ、深中生の心意気


